
屋島の観光情報はこちら

やしまーる

ミウゼアム

墓地

四国村ミウゼアム（四国民家博物館）
江戸時代建築の古民家など四国各地
から移築された33棟の建造物を巡る
野外博物館。屋島山麓の豊かな自然の
中で、先人たちの知恵と工夫に満ちた
暮らしや民具、アート鑑賞も楽しむこと
ができます。

〈2023.2〉



やしまーる

日本夕陽百選・夜景100選・日本百名月

山の上にある珍しい水族館です。小さな
水族館ですが、動物やスタッフの距離が
近いアットホームな雰囲気が特徴の水
族館です。土日祝は侍が登場する一風
変わったイルカライブが大人気です！

大和朝廷が唐・新羅の進行に備え、国防のために九州から都までの間の要衝に山城が
築かれたことが『日本書紀』の667年11月の条に記されています。屋嶋城もその一つ。
屋島は古代の海上ルートの要所にあたり、山上の急峻な崖を利用して、堅牢な城が築
かれました。2022年に城門が確認され、往時の姿を取り戻すべく修復工事が行われま
した。長い年月を経て蘇った城門や城壁を間近で見学することができ、また上記のアプ
リをダウンロードすることで、CGで復元された屋嶋城の姿を楽しむこともできます。

2022年夏にオープンしたガラス張りの回廊型建物で、時間や季節によって変化するさまざまな屋島を体験
することができます。展望スペースからは瀬戸内海や島々、高松市街の絶景が広がります。また施設内にはパ
ノラマアートが展示されており、この作品は縦約5ｍ、横約40ｍの１枚の絵画とその前面に設置したジオラマ
によって構成され、平安時代末期の「源平合戦」の「屋島の戦い」から発想を得て、現代にも通じる、人間の戦
いと自然の脅威、そして、無常観を表現しています。（やしまーる内・観覧料1,000円、中学生以下無料）。

高松市屋島山上交流拠点施設（愛称：やしまーる）【左】/パノラマアート作品「屋島での夜の夢」【右】

屋島スカイウェイでは、景色を楽しみ
つつ、車・自転車・徒歩で山上へ向かう
ことができます。

【営業時間】6時半～22時
　　　　   （12/31～1/1は通し営業）
【料　　金】普通車……300円（1回）
　　　　   大型車…1,200円（１回）
　　　　   二輪車……200円（1回）
　　　　   ※自転車無料

屋島で観察される鳥とウォーキング

駐車場

四国村ミウゼアム

獅子の霊巌（ししのれいがん）から見た風景

【お問い合わせ】


